
厨
究
の
柔

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
九
回
）

工
學
博
士
　
天

沼

俊

一

第
二
十
　
妻

飾
　
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ラ

　
日
本
建
築
に
於
い
て
は
、
一
般
に
正
面
を
「
李
」
こ
い
ひ

　
　
　
ツ
マ

側
面
を
「
妻
」
ビ
い
ふ
、
故
に
「
妻
飾
」
と
は
「
側
面
の
飾
」
の

意
味
で
あ
る
が
、
軸
部
を
澱
き
主
こ
し
て
切
妻
や
入
母
屋

全
膿
こ
し
て
の
飾
を
指
す
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
廣
い
意
味

で
は
妻
の
降
棟
・
破
風
・
懸
魚
・
大
棟
の
鬼
板
叉
は
獅
子
口

（
後
）
迄
も
此
内
に
含
ま
れ
る
筈
で
あ
る
が
．
普
通
は
此
等

を
入
れ
す
に
三
角
形
の
こ
こ
ろ
に
つ
い
て
み
る
装
飾
丈
け

を
指
す
の
で
あ
る
Q

第
九
巻
　

孫
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
切
妻
妻
入
（
三
跡
敏
磯
＋
ソ
久
は
入
母
屋
妻
入
（
湖
ぴ
附
騨
六
）

の
建
築
に
於
い
て
は
、
妻
で
あ
る
べ
き
所
が
李
に
な
っ
て

み
る
の
だ
か
ら
，
其
所
の
飾
を
妻
飾
ご
呼
ぶ
の
は
不
都
舎

で
、
宜
し
く
「
李
飾
」
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
漁
れ
は

厩
理
窟
で
矢
張
妻
飾
で
い
、
、
此
位
の
融
蓮
が
き
か
な
く

て
は
窮
屈
で
仕
標
が
な
い
、
そ
ん
な
事
を
い
ふ
な
ら
第
一

妻
入
こ
い
ふ
名
辮
か
ら
け
し
か
ら
ぬ
事
に
な
る
。

　
夫
れ
か
ら
ま
た
李
唐
門
即
ち
唐
破
風
が
爾
横
に
つ
い
て

み
る
門
（
例
へ
ば
第
六
十
圃
⑳
）
等
に
於
い
て
は
、
破
風
飾
は
師
ち
妻
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
カ
ビ

で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
誰
人
も
異
議
は
あ
る
ま
い
が
、
向

第
　
　
號
　
　
　
「
三
五
　
（
一
三
五
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
業

カ
ラ
モ
ン

平
門
（
例
へ
ば
第
六
十
三
岡
）
の
場
食
は
少
し
垂
讐
い
ふ
の
二

合
が
悪
い
様
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
此
所
で
は
妻
入
の
場
合

ご
同
じ
く
便
宜
こ
れ
も
妻
飾
ご
し
て
扱
っ
て
お
く
。

　
摺
て
こ
の
妻
飾
に
い
ろ
一
の
種
類
が
あ
っ
て
、
初
め

は
至
極
簡
軍
で
あ
る
が
、
後
世
に
な
る
に
到
れ
組
物
・
支

輪
・
虹
梁
二
墨
股
・
太
瓶
束
・
雪
形
等
を
つ
け
、
其
結
果
大
に

込
み
入
っ
た
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
で
其
一
つ
一
つ
に

就
い
て
は
既
に
先
年
來
説
明
し
て
來
た
の
だ
か
ら
、
再
び

繰
り
返
す
の
は
や
め
、
全
膿
こ
し
て
の
愛
遷
を
記
述
し
ゃ

う
ご
思
ふ
。
例
に
よ
り
先
づ
其
分
類
を
す
る
。

（／（w）

素
式
。
白
壁
か
又
は
板
張
の
至
極
簡
軍
な
も
の
、

例
へ
ば
本
派
本
願
寺
皇
醗
北
側
（
勲
Y
妙
奮
庵
書

院
（
鮪
Y
聖
護
院
書
院
（
糠
）
の
如
き
も
の
。
金
峯
山

寺
本
堂
の
如
く
板
張
で
目
板
を
打
つ
た
も
の
も
勿

論
此
中
に
い
れ
て
よ
ろ
し
い
Q

縦
横
式
。
垂
直
及
び
水
墨
材
を
以
て
飾
っ
た
も
の

で
、
例
へ
ば
紫
雲
大
三
殿
ハ
辮
併
）
の
如
一
。

（ノ・）（＝一）

司（（へ）

　
　
　
　
第
一
號
　
一
三
六
（
＝
二
六
）

イ
ノ
コ
サ
ス
　
　
　
　
　
　
　
サ
ス
ッ
カ
サ
ス
サ
ラ

球
扱
首
式
…
…
又
は
扱
警
束
鎌
首
竿
式
。
合
掌
及

び
其
中
央
垂
直
の
束
ご
が
装
飾
に
な
れ
る
も
の
、

卸
ち
方
杖
の
な
い
眞
東
小
屋
の
標
な
形
で
、
束
を

扱
首
束
、
合
掌
を
挾
恒
温
ご
い
ふ
。
多
く
の
紳
冠
、

肚
殿
の
妻
其
他
實
例
多
し
。

虹
梁
墓
義
絶
。
多
く
の
場
合
虹
梁
の
上
に
大
板
墓

股
を
調
い
た
丈
け
で
あ
る
。
鎌
倉
・
室
町
あ
元
り

の
門
は
大
概
こ
れ
で
あ
る
。
東
大
寺
閣
伽
井
屋

・
（
辮
針
Y
同
北
華
堂
北
門
・
法
隆
寺
北
室
院
門
（
離

⑳
）
等
は
其
例
で
あ
る
。

二
重
虹
梁
憲
斗
式
。
大
蚊
梁
の
土
に
斗
を
二
つ
乗

せ
、
其
上
に
二
重
虹
梁
を
架
し
、
其
上
中
央
に
ま

た
斗
を
；
の
せ
た
も
の
。
法
隆
寺
食
堂
妻
（
竣

忍
業
）
は
量
器
Q

二
重
虹
梁
慕
母
式
。
右
託
し
た
式
の
斗
に
代
ふ
る

に
慕
股
を
以
て
し
た
も
の
、
例
へ
ば
三
升
寺
東
大

門
（
燦
斎
燈
）
・
同
東
院
傳
法
堂
（
輝
陥
針
）
・
東
大
寺
轄



第
九

究
の
粟

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
咽
號
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自
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（ト）（チ）（ジ）

第
九
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
右
建
築
研
究
の
栞

害
門
（
翻
圓
Y
・
激
王
学
國
寺
蓮
花
門
（
聯
臨
＋
）
・
入
坂

画
革
西
縷
門
（
議
＋
専
の
如
き
で
、
下
方
の
虹
梁

は
各
柱
間
に
一
本
づ
、
架
渡
し
だ
場
合
ご
、
柱
間

二
間
ぶ
つ
翻
し
に
囲
本
の
大
虹
梁
を
架
渡
し
た
の

ご
二
種
類
あ
る
。

大
虹
梁
束
論
。
大
虹
梁
の
上
に
東
を
立
て
た
ほ
か

何
の
飾
り
も
な
い
、
東
大
寺
法
華
堂
手
水
屋
妻

（策

閾
?
）
の
如
き
も
の
。

大
虹
梁
大
瓶
束
式
。
前
の
束
が
た
や
大
瓶
束
に
な

っ
た
響
け
の
差
で
あ
る
、
但
し
こ
の
大
瓶
束
の
爾

脇
に
轡
形
（
讐
辮
九
）
を
つ
け
た
の
も
あ
る
。
東
大

寺
法
華
堂
禮
堂
（
虚
蝉
＋
Y
法
隆
寺
東
警
鐘
縷
・
法
隆

寺
南
大
門
（
第
六
十
圏
③
及
第
三
十
九
圃
e
）
等
に
實
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
重
虹
梁
大
瓶
束
式
。
二
の
斗
。
ホ
の
慕
股
を
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瓶
束
熱
以
て
代
用
し
た
も
の
。
束
編
寺
東
司
（
怖
姻

鯛
）
・
（
麟
＋
）
等
の
興
、
明
ら
か
で
あ
・
。
、
こ
れ
は

　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
さ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

疑
ひ
も
な
く
二
・
ホ
等
幾
年
ホ
か
ら
大
瓶
束
の
輪
…

　
　
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（ヌ）（ノV）（ヲ）（ソ）

第
一
號
　
　
…
三
八
　
（
＝
二
八
）

入
後
間
も
な
く
考
へ
暫
し
元
も
の
で
あ
る
ご
思
ふ

キ
ヅ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ヅ
レ

狐
聖
子
式
…
叉
は
木
連
格
子
式
〇
三
角
の
部
分

全
騰
を
縦
横
の
格
子
で
埋
め
た
も
の
で
あ
る
。
上

醍
醐
清
瀧
堂
笄
殿
（
識
駄
餅
Y
慈
照
寺
東
叢
堂
、
綱
圃
）

等
は
其
一
例
で
あ
る
。

虹
梁
三
束
海
老
虹
梁
式
。
大
虹
梁
の
中
央
に
長
き

大
瓶
束
．
盆
ハ
左
右
に
短
が
き
大
瓶
束
を
立
て
、
短

か
き
東
上
に
斗
棲
を
の
せ
、
長
束
の
左
右
よ
り
此

の
斗
の
聞
に
海
老
虹
梁
を
架
せ
し
も
の
、
例
へ
ば

寳
飯
主
脚
宮
本
殿
（
隈
㈱
騰
韻
阪
欄
獅
囎
鮒
晰
滋
饗
一
Y
日

光
束
照
早
業
（
第
h
へ
十
流
躍
）
の
如
き
も
の
。

彫
刻
充
填
式
。
殆
ん
ざ
室
地
な
く
一
面
に
彫
刻
を

つ
め
込
ん
だ
も
の
を
い
ふ
。
大
徳
寺
唐
門
（
第
六
十
二
圏
⑳
）

本
妻
願
寺
鐘
縷
（
離
＋
Y
舞
戸
畏
譲
＋
）
の

圖
墾
照
。

混
成
復
合
式
。
い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
こ
ち
や
一

に
な
る
の
で
、
6
0
筥
℃
げ
♂
0
9
同
も
。
降
ρ
O
o
ヨ
℃
－



　
　
　
9
鴛
鮎
な
ざ
い
ふ
字
が
丁
度
當
骸
る
で
あ
ら
う
○
束

　
　
　
本
願
寺
本
堂
（
第
六
十
六
岡
）
等
が
此
の
好
例
で
あ
る
。

各
地
方
地
方
で
多
少
の
差
が
あ
り
捨
て
難
か
趣
き
の
あ
る

農
家
の
糊
入
れ
て
細
か
く
分
け
る
ご
、
も
つ
ビ
澤
山
に
な

る
の
は
勿
論
で
あ
る
。

　
衣
に
各
時
代
に
俘
ふ
妻
飾
の
墾
遷
を
記
し
て
み
る
が
、

他
の
細
部
ご
異
り
、
こ
れ
は
佛
毅
渡
家
以
前
帥
ち

　
ヘ
　
　
へ

　
上
古
か
ら
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
民
家
は
暫
く
措
く
こ

し
て
も
棘
勅
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
例
へ
建
物
は
新
し
く
て

も
今
日
よ
く
其
襟
式
を
傳
へ
た
紳
魁
が
あ
る
か
ら
、
夫
れ

等
か
ら
謬
る
程
度
男
手
初
の
有
模
を
研
究
し
得
る
の
で
あ

る
σ
そ
こ
で
此
時
代
に
属
す
る
も
の
に
は
ざ
ん
な
の
が
有

る
か
ご
い
ふ
ご
、
先
づ
大
国
造
・
大
鳥
造
・
住
吉
造
・
紳
明

造
等
で
あ
る
。

　
欝
欝
造
ご
は
出
雲
大
証
本
殿
の
歪
な
の
を
い
ふ
の
で
、

分
類
上
便
宜
「
縫
横
式
」
ご
命
名
し
た
の
が
即
ち
此
れ
で
あ

っ
て
、
其
妻
は
第
五
十
五
圖
◎
に
於
い
て
み
る
通
）
縦
材

　
　
　
第
九
巷
　
研
究
の
栞
　
日
本
宵
建
築
研
究
の
栞

ご
横
材
ご
で
逓
劃
し
た
導
け
で
あ
ろ
。
今
の
建
物
は
延
享

元
年
に
出
撃
た
も
の
で
、
破
風
に
は
飾
金
具
を
打
ぢ
反
り

を
つ
け
從
て
屋
根
に
も
反
り
あ
り
、
其
黄
み
に
は
梅
鉢
懸

魚
を
下
げ
た
の
は
、
概
千
木
や
橡
や
組
勾
欄
や
階
隠
や
蔀

戸
等
ご
共
に
、
何
れ
も
式
年
造
螢
の
結
果
だ
ん
一
に
斯

様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
だ
か
ら
さ
う
い
へ
ば
妻
飾
だ
つ

て
ざ
う
愛
つ
た
分
ら
ぬ
が
、
他
の
部
分
が
機
式
上
さ
う
遜

っ
て
居
ら
ぬ
か
ら
稽
へ
て
、
當
初
の
妻
飾
も
ま
あ
こ
ん
な

風
で
あ
っ
た
ら
う
ご
想
像
し
て
も
差
支
あ
る
ま
い
。

　
圓
に
は
省
い
た
が
和
泉
國
泉
北
郡
鳳
村
の
大
鳥
紳
瀧
晟

殿
の
様
式
は
丁
度
此
に
耶
ぐ
も
の
で
、
大
鷺
で
は
入
口
が

向
て
右
へ
よ
っ
て
み
た
が
、
こ
れ
で
は
正
面
中
央
に
あ
る

た
め
、
其
部
の
柱
は
な
い
、
こ
の
大
鳥
造
は
其
李
下
な
ほ

方
形
で
あ
る
が
、
恰
も
此
耶
面
を
前
後
に
二
つ
響
け
た
模

な
、
前
後
に
長
い
切
妻
妻
入
の
杜
殿
は
、
大
阪
府
東
成
郡

住
吉
村
鎮
座
官
幣
大
就
住
吉
紳
魁
本
殿
で
、
此
を

　
住
吉
造
ε
呼
ん
で
み
る
、
即
ち
其
第
蒲
が
縦
に
長
い
丈

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
三
九
　
（
コ
ニ
九
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

け
大
寒
紳
斌
よ
わ
は
式
が
新
し
い
か
も
知
れ
漁
が
、
其
立

面
（
野
駆
励
）
は
大
に
古
式
で
あ
る
、
此
も
千
木
が
置
千
木
に

な
り
、
正
面
板
扉
に
は
飾
金
具
を
澤
山
に
打
っ
て
あ
る
け

・
れ
ご
も
、
破
風
に
反
り
な
く
且
つ
懸
魚
も
大
に
古
調
を
帯

び
て
み
る
、
だ
か
ら
其
妻
飾
な
る
家
贋
首
も
必
ず
や
當
初

の
式
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
次
は

　
紳
明
造
の
肚
殿
で
あ
る
。
先
の
二
つ
は
切
妻
造
も
で
妻

が
正
面
に
向
き
、
其
正
面
に
入
口
が
あ
る
の
で
こ
れ
が
所

謂
「
妻
入
」
で
、
帥
ち
初
め
に
断
っ
て
お
い
π
が
、
今
度
の

は
正
面
三
問
側
面
二
間
、
横
に
長
く
李
か
ら
入
る
の
で
師

ち
「
耶
入
」
で
あ
る
、
此
建
物
は
側
面
で
軒
が
大
分
に
出
て

、
み
る
が
、
上
古
で
は
未
だ
持
邊
り
の
用
を
な
す
組
物
は
な

か
っ
た
か
ら
、
た
い
で
は
棟
木
の
先
端
が
垂
下
す
る
虞
が

あ
る
、
伍
て
早
れ
を
防
ぐ
側
め
側
面
中
央
の
柱
よ
り
少
し

離
し
て
も
う
一
本
棟
木
を
支
持
せ
し
む
る
傭
め
に
柱
を
建

て
る
、
此
を
練
持
晶
杜
こ
い
ふ
、
故
に
側
立
面
圓
剛
に
於
い
て

は
其
柱
に
か
く
さ
れ
て
見
え
ぬ
が
、
此
の
場
合
の
妻
飾
は

第
　
～
號
　
　
　
一
四
〇
　
（
一
四
〇
）

矢
張
家
扱
首
で
あ
る
。
伊
勢
の
内
外
富
は
勿
論
此
式
で
、

こ
れ
も
亦
式
年
造
螢
で
何
度
も
造
り
替
へ
ら
れ
た
が
、
猫

且
右
記
載
の
聯
杜
界
標
よ
く
古
式
を
傳
へ
て
る
る
、
郎
ち

柱
は
地
中
に
埋
め
堀
立
こ
し
、
千
木
は
左
右
交
叉
し
三
王

端
が
の
び
て
屋
土
に
臨
て
る
る
、
だ
か
ら
此
場
合
に
は
破

風
も
千
木
も
…
つ
も
の
で
、
此
剛
将
に
か
い
た
破
風
の
起

原
、
換
言
す
れ
ば
原
始
的
破
風
を
藤
野
に
み
る
事
が
毘
摩

る
、
其
上
屋
根
は
茅
葺
で
あ
る
等
．
総
て
が
當
初
の
悌
を

充
分
に
登
指
し
て
み
る
。
熟
田
聯
即
功
坐
り
。
是
等
は
純

粋
の
横
式
で
あ
っ
て
、
懸
隔
工
匠
の
仲
闘
で
は
「
唯
一
帥

明
造
」
ご
呼
ん
で
み
る
、
「
唯
一
」
ご
は
「
純
正
」
の
意
昧
で

あ
る
。

　
以
上
記
載
の
建
物
は
、
何
れ
も
よ
く
上
古
の
式
を
今
日

に
傳
へ
て
る
る
か
ら
、
例
へ
現
在
の
も
の
は
皆
新
し
い
に

せ
よ
建
築
史
上
洵
に
黄
重
な
建
築
で
あ
る
。
此
時
代
の
は

他
に
墨
型
が
な
い
か
ら
止
む
を
得
す
此
位
に
し
て
次
は

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
飛
鳥
時
代
　
に
移
る
。
法
隆
寺
金
堂
の
屋
根
は
現
在
入
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第
九
、
巻
　
　
研
究
の
栞
　

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

．
第
「
號
　

一
四
一
（
一
四
一
）



　
　
　
第
九
巻
　
研
究
の
栞
　
日
本
宵
建
築
研
究
の
粟

母
屋
で
あ
る
。
今
日
の
入
母
屋
は
さ
う
で
は
な
い
が
、
昔

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め

し
の
は
四
瓦
屋
根
の
上
に
切
妻
屋
根
を
乗
せ
た
通
り
の
形

を
し
て
み
た
ら
し
い
。
其
意
味
は
、
流
れ
の
中
間
即
ち
四

旬
ご
切
妻
こ
の
交
會
線
に
は
、
上
に
乗
っ
た
切
妻
屋
根
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ツ
ピ
カ
ワ
ラ
ア
フ
ミ
カ
ワ
ラ

孕
の
軒
先
の
琵
1
一
疏
屍
ご
花
屍
i
一
が
一
列
に
蛇
ぶ
か

ら
、
屋
根
の
軍
調
を
幾
分
破
る
ご
岡
時
に
一
種
の
装
飾
に

な
る
利
盆
が
あ
る
。
何
度
も
造
替
へ
て
新
し
く
は
な
っ
て

み
る
が
、
大
阪
市
の
四
天
王
寺
金
堂
の
家
根
は
今
で
も
さ

う
な
っ
て
み
る
、
前
蓮
の
通
り
あ
の
式
は
古
い
の
で
、
細

部
の
手
法
は
す
っ
か
り
二
っ
て
了
り
て
も
、
家
根
丈
け
は

幸
ひ
に
古
い
式
を
踏
襲
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
居
れ
か
ら

翻
意
厨
子
宮
殿
の
家
塾
も
か
う
な
っ
て
み
る
、
破
風
の
説

明
の
時
に
、
あ
れ
は
實
例
に
な
ら
ぬ
・
か
い
た
（
嶽
簗

器
燈
燭
）
が
、
そ
れ
は
破
風
の
場
合
の
事
で
、
こ
の
家
籍

の
襟
式
等
は
立
派
に
参
考
に
な
る
。
も
一
つ
中
宮
寺
藏
天

応
國
曼
茶
羅
の
今
向
に
右
下
に
貼
り
つ
け
て
あ
る
鐘
楼
を

み
る
ε
。
屋
根
は
入
母
屋
で
其
李
流
の
中
間
で
屍
棒
が
折

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
｝
四
二
　
（
騨
四
二
）

線
を
し
て
み
る
、
郎
ち
屋
根
は
そ
こ
で
折
れ
て
み
る
が
、

こ
れ
は
四
馬
ご
入
母
屋
こ
の
雨
露
線
を
現
．
は
し
て
み
る
ご

考
へ
ら
れ
る
、
な
ぜ
な
ら
下
の
四
注
ご
上
の
切
妻
ビ
勾
配

が
異
っ
た
ら
、
自
然
其
交
會
線
に
洛
ふ
て
屋
根
の
流
れ
は

折
線
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
だ
か
ら
斯
…
機
に
考
へ
る
ご
、

金
堂
の
當
初
の
屋
根
は
入
樟
蚕
に
は
違
ひ
な
い
が
、
斯
様

な
原
始
的
入
舞
屋
で
あ
っ
た
ビ
し
て
も
強
ち
無
稽
で
は
あ

る
ま
い
。
樹
ほ
金
堂
周
幽
の
裳
層
が
楼
式
上
々
其
物
ご
時

代
を
異
に
し
て
み
る
事
・
は
、
今
更
改
め
て
詳
細
説
明
す
る

に
は
及
ば
澱
で
あ
ら
う
、
だ
か
ら
當
初
は
裳
層
は
な
か
っ

た
ご
考
へ
た
方
が
い
、
こ
い
ふ
事
に
先
輩
の
説
が
圃
致
し

て
み
る
、
夫
れ
で
私
も
其
説
に
賛
成
し
て
み
る
か
ら
、
其

通
り
當
初
二
筋
は
な
か
っ
た
こ
す
る
。
大
棟
の
爾
端
に
は

・
れ
も
欝
（
後
出
）
が
あ
っ
た
ら
し
い
し
、
讃
辞
繁
端
の

・
置
市
も
一
個
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
右
に
記
し
た
想
像
が
果
し
て
正
し
い
ざ
す
る
ε
、
ざ
う

し
て
も
創
立
煙
毒
に
於
け
る
金
堂
の
李
の
文
意
帥
ち
正
立



面
当
は
第
五
十
六
閥
の
搬
な
も
の
に
な
る
Q
そ
こ
で
假
に

こ
ん
な
形
で
あ
っ
π
こ
し
て
お
い
て
撒
て
妻
の
方
を
考
へ

て
み
る
ご
、
唐
土
第
五
十
六
圖
の
二
の
楼
、
な
も
の
に
な
る

の
で
あ
へ
る
そ
こ
で
星
群
の
妻
飾
は
こ
ん
な
で
あ
っ
た
ら

う
か
や
問
題
に
な
っ
て
來
る
。
「

　
以
上
は
金
堂
の
妻
飾
に
何
の
關
係
も
な
い
が
、
第
五
十

主
ハ
圖
の
二
を
相
惚
の
漉
意
を
彿
っ
て
観
る
ご
、
普
通
の
入

母
屋
ご
は
少
し
く
違
ふ
事
に
氣
が
つ
く
で
あ
ら
う
、
即
ち

　
　
　
カ
ァ
ト
モ
エ

何
故
に
霧
巴
」
（
破
風
に
浩
ひ
て
あ
る
疏
践
た
い
ふ
同
じ
く
花
眠
口
「
掛
天
」
ざ
呼
ぶ
。
）
が
轡
師
ち
降

棟
の
上
で
李
の
方
に
廻
っ
て
み
る
か
ご
い
ふ
疑
問
が
起
る

ご
思
ふ
か
ら
、
正
面
圖
を
掲
げ
て
一
寸
親
明
し
た
の
で
あ

る
。
墨
書
は
十
善
年
前
に
作
っ
た
も
の
で
、
今
で
は
少
し

く
工
合
の
よ
く
な
い
所
も
あ
る
が
、
大
し
た
事
で
も
な
し

且
つ
到
底
引
き
直
す
ひ
ま
が
な
い
か
ら
、
古
い
ま
、
の
せ

た
の
で
あ
る
。

　
飛
鳥
時
代
の
妻
飾
が
そ
っ
く
り
塁
壁
残
っ
て
み
る
の
は

こ
れ
も
ま
た
玉
鐘
厨
子
宮
殿
で
あ
る
、
屋
根
ご
同
じ
く
妻

　
　
　
第
九
巷
　
研
究
の
栞
　
日
本
古
鑓
築
研
究
の
栞

三
等
は
書
契
ご
し
て
採
用
が
出
子
る
ご
思
ふ
が
、
あ
れ
は

「
奴
首
束
疲
首
石
」
帥
ち
引
く
る
め
て
「
家
技
首
」
で
あ
る
ゆ

古
墨
工
匠
聞
に
所
謂
「
天
地
根
元
宮
」
ご
い
っ
て
み
る
式
の

建
物
は
、
先
づ
中
央
に
鼠
ハ
直
に
先
端
が
二
股
に
な
っ
て
み

る
堀
立
柱
を
馨
距
離
に
三
本
建
て
、
其
上
に
九
太
を
架
渡

し
、
更
に
其
九
太
へ
左
右
よ
り
ぶ
つ
蓮
ひ
に
九
太
を
交
叉

し
て
藤
蔓
か
何
か
で
結
び
つ
け
、
其
交
叉
し
た
九
太
の
上

図
當
の
間
隔
に
母
屋
こ
し
て
九
太
を
蚊
べ
、
其
上
を
藁
か

何
か
で
葺
い
た
の
で
、
一
の
想
像
に
過
ぎ
ぬ
標
だ
が
、
如

何
に
も
尤
も
至
極
な
想
像
で
事
實
に
近
い
も
の
ご
考
へ
て

い
、
で
あ
ら
う
。
今
か
や
う
な
家
を
側
面
か
ら
み
る
ご
、

九
太
を
組
合
せ
た
最
も
原
始
的
家
士
首
を
そ
こ
に
見
出
す

の
で
あ
る
、
こ
れ
が
漸
く
嚢
達
す
る
ビ
九
太
を
や
め
て
木

を
四
角
に
削
る
襟
に
な
る
の
は
墨
黒
の
順
序
で
あ
る
、
さ

う
す
る
ご
自
然
に
琢
挾
首
に
な
る
。

　
尤
も
玉
最
厨
子
に
せ
よ
、
金
堂
に
せ
よ
我
國
の
美
術
家

が
造
っ
た
の
か
ざ
う
か
羽
ら
訟
、
全
然
外
國
［
入
一
i
百
濟

　
　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
一
四
三
　
（
一
四
三
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
肩
本
古
鑓
築
研
究
の
栞

人
で
も
よ
ろ
し
い
一
が
、
我
馬
筏
來
の
楼
式
を
無
競
し

全
く
膚
分
達
の
意
匠
で
計
器
施
工
し
た
ご
す
れ
ば
、
我
國

で
い
く
ら
家
扱
首
鼠
達
の
順
序
が
う
ま
く
行
っ
て
み
た
か

ら
こ
て
、
此
等
の
妻
飾
ご
は
洩
交
渉
で
あ
ら
う
、
だ
か
ら

假
に
天
地
根
元
宮
が
事
審
ハ
で
あ
b
、
往
吉
造
や
帥
開
造
乃

至
玉
露
厨
子
宮
殿
の
妻
が
磁
波
首
で
も
、
金
堂
の
妻
が
さ

う
ε
は
限
ら
滋
こ
の
抗
議
が
出
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
ん

な
事
は
各
國
共
通
ビ
み
て
い
る
の
で
、
古
い
時
代
に
於
い

て
は
誰
で
も
考
へ
出
す
事
で
あ
る
。
石
…
器
時
代
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ゼ
ク
ラ

石
鎌
や
石
斧
が
世
界
長
画
共
選
で
あ
っ
た
り
、
稜
倉
式
建

築
が
欧
米
に
見
出
さ
れ
る
の
こ
同
…
榛
ご
考
へ
て
差
支
な
い

の
で
あ
る
。

　
元
に
館
っ
て
、
前
に
記
し
た
通
り
軍
国
厨
子
の
妻
飾
は

調
号
首
で
あ
る
が
、
法
隆
寺
西
畑
歩
廊
の
虹
梁
の
上
部
、

棟
桁
を
支
へ
る
辛
め
の
斗
及
肘
木
受
が
合
掌
で
あ
る
事
も

多
少
考
慮
に
入
る
、
必
要
が
あ
る
（
第
三
十
六
隅
◎
）
．
こ
ん
な
次
第

で
あ
る
か
ら
、
今
原
の
金
堂
の
妻
飾
が
同
楼
に
家
扱
首
で

　
　
　
　
　
　
，
第
一
號
　
　
一
四
四
　
（
一
四
四
）

あ
っ
π
ご
考
へ
て
不
都
合
が
な
い
の
み
な
ら
す
、
か
う
・
考

へ
る
の
が
最
も
論
難
で
あ
る
、
そ
・
で
第
五
十
六
圖
の
二

が
自
然
に
出
來
上
る
の
で
あ
る
、
帥
ち
飛
鳥
時
代
の
妻
飾

こ
し
て
は
家
建
首
が
最
も
行
は
れ
た
ら
う
ご
思
ふ
の
で
、

遡
れ
よ
り
込
み
入
っ
た
の
は
な
か
っ
た
ら
う
。
序
な
が
ら

破
風
・
拝
み
の
透
彫
及
八
葉
等
の
金
銅
飾
金
且
ぐ
懸
魚
等
に

つ
享
、
は
前
號
破
風
及
懸
魚
の
欄
（
菱
驚
階
譲
驚
塑

誤
頁
）
を
饗
照
さ
れ
度
い
。
次
の

　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
奈
良
時
代
　
に
於
い
て
は
、
前
期
に
は
遺
物
が
な
い
か

ら
分
ら
ぬ
が
、
矢
張
家
扱
首
が
主
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
ご
思
ふ
、
併
し
後
期
で
は
少
な
く
こ
も
二
種
類
あ

っ
た
、
甲
は
数
扱
首
式
で
、
乙
は
二
重
虹
梁
式
で
あ
る
、

そ
し
て
こ
の
乙
は
更
に
「
二
重
虹
梁
巷
斗
式
」
ご
「
二
重
虹

梁
墓
股
式
」
こ
の
二
つ
に
分
ち
得
る
の
で
あ
る
、
即
ち
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
分
類
表
の
ハ
・
ホ
・
へ
の
三
つ
で
め
る
◎

　
　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
r
」

　
甲
の
麿
ハ
例
は
法
隆
寺
食
賞
内
部
に
於
い
て
み
る
醗
畢
が
出

來
る
（
第
三
十
一
圃
㊦
の
右
牛
）
、
併
し
こ
れ
は
内
部
で
妻
で
は
な
い
か
ら
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第
九
巻
　
　
研
究
の
粟
　
　
日
本
宵
建
築
研
究
の
栞

實
例
に
な
ら
塁
も
知
れ
ぬ
、
そ
れ
か
ら
新
七
里
業
還

の
妻
を
み
れ
ば
い
、
、
あ
れ
は
正
眞
の
琢
杖
首
だ
か
ら
確

か
で
あ
る
。
省
ほ
贈
号
内
部
大
聖
梁
上
の
合
掌
は
、
・
甲
吏

の
束
が
な
い
か
ら
家
墨
壷
ご
は
い
へ
ぬ
が
、
締
梁
（
O
o
以
ρ
畦

ぴ
＄
ヨ
）
に
似
た
も
の
で
、
結
構
こ
し
て
は
此
方
が
理
屈
に

あ
っ
て
み
る
、
妻
飾
に
此
の
式
が
な
い
の
は
惜
し
い
様
な

氣
が
す
る
。
唐
招
提
寺
講
堂
尊
家
扱
首
で
あ
る
っ

　
乙
の
内
二
重
虹
梁
然
斗
式
は
、
た
っ
た
・
今
か
い
だ
法
隆

寺
食
堂
の
妻
に
あ
る
、
こ
れ
は
大
虹
梁
上
二
所
に
懇
斗
を

の
せ
、
其
上
に
二
重
虹
梁
を
架
し
其
中
央
に
復
た
憲
斗
を

置
き
、
こ
の
最
上
位
の
恕
斗
に
含
め
る
肘
木
で
棟
桁
を
支

持
し
て
み
る
（
男
＝
、
十
一
圖
㊦
の
左
牛
分
）

　
二
重
虹
梁
墓
股
式
は
罰
合
實
例
に
乏
し
く
な
い
Q
法
隆

寺
東
大
門
の
妻
は
廓
其
一
例
で
、
第
三
十
一
岡
⑩
に
其
断

面
圖
を
揚
げ
て
お
い
た
が
、
妻
飾
も
要
れ
ご
輝
く
同
一
で

あ
る
つ
里
門
は
所
謂
「
三
つ
棟
造
」
で
あ
る
か
ら
、
門
の

下
か
ら
見
上
げ
た
の
で
は
、
二
重
虹
梁
上
の
墓
股
は
見
え

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
鵜
…
　
　
　
一
四
山
ハ
　
（
一
四
山
ハ
）

ぬ
の
で
あ
る
。
且
つ
此
場
合
に
於
い
て
は
一
の
大
虹
梁
を

梁
行
遊
処
に
渡
す
代
り
に
、
圖
の
如
く
小
虹
梁
を
別
々
に

架
け
一
外
土
は
か
く
見
ゆ
る
も
恐
ら
く
は
…
木
を
か
く

見
ゆ
る
様
に
彫
刻
し
た
の
で
あ
ら
う
一
渡
し
、
其
上
に

墓
股
を
一
つ
づ
、
急
き
．
纂
股
上
の
斗
で
こ
重
虹
梁
を
支

へ
、
其
上
中
央
に
於
け
る
纂
股
は
下
の
二
つ
ご
全
く
同
形

で
あ
り
、
此
三
つ
の
纂
股
及
び
前
後
爾
脚
柱
上
の
大
斗
上

に
の
せ
だ
る
、
野
鳥
に
よ
っ
て
棟
木
及
び
桁
を
支
持
し
て

み
る
の
で
あ
る
。

　
遽
物
か
ら
い
ふ
ご
、
斯
く
す
る
の
は
此
．
時
代
に
最
も
普

蓮
の
や
り
方
ご
思
は
れ
る
の
で
、
第
五
十
七
圏
⑧
の
東
大

寺
轄
害
円
妻
亦
此
れ
に
同
じ
で
あ
る
、
但
し
三
間
一
戸
の

八
脚
門
こ
し
て
は
随
分
に
大
き
い
か
ら
、
前
掲
の
法
隆
寺

東
大
門
等
よ
り
少
し
く
手
が
込
み
、
軒
先
の
料
荻
は
出
組

で
、
懸
魚
も
五
つ
下
っ
て
み
る
、
そ
し
て
此
黒
闇
に
も
梁

行
に
は
外
槻
二
本
の
小
虹
梁
を
架
渡
し
て
あ
る
。
此
際
妻

飾
ご
は
無
上
係
で
全
く
除
計
な
事
か
も
知
れ
滋
が
、
此
門



は
鎌
倉
時
代
の
大
修
繕
を
経
て
み
る
の
で
、
其
時
修
理
さ

れ
た
斗
や
肘
木
は
少
し
も
當
初
の
悌
は
な
く
、
ざ
こ
か
ら

見
て
も
全
く
鎌
倉
の
手
法
む
き
出
し
だ
か
ら
、
奈
良
ご
鎌

倉
の
科
旗
を
蛇
べ
て
お
い
て
其
相
違
を
研
究
す
る
に
最
も

適
當
な
建
物
で
あ
る
。
妻
に
下
っ
て
み
る
懸
魚
も
鎌
倉
の

も
の
で
あ
る
。
其
上
、
右
記
載
の
二
棟
の
憎
悪
門
は
何
れ

も
同
時
代
で
同
一
構
架
式
で
、
而
も
我
國
に
此
時
代
の
門

は
此
二
棟
ほ
か
現
存
せ
ぬ
の
で
あ
る
。

　
聖
廟
の
柱
二
間
に
夫
れ
締
れ
｝
つ
づ
、
の
虹
梁
を
お
く

代
り
に
、
法
隆
寺
食
堂
の
流
儀
に
三
本
を
通
じ
て
一
本
の

大
滝
架
を
架
渡
し
た
の
は
、
同
寺
東
遷
の
講
堂
で
あ
る
傳

編
首
罐
針
）
に
あ
る
、
別
に
需
を
し
な
い
で
も
圖
を
見

れ
ば
分
る
筈
で
あ
る
、
當
堂
に
就
い
て
は
既
に
第
五
懇
第

一
號
第
九
一
頁
上
段
よ
り
下
段
に
か
け
、
敷
石
の
項
に
少

し
く
書
い
て
お
い
た
か
ら
一
二
墾
照
さ
れ
て
も
無
駄
で
は

あ
る
ま
い
ご
思
ふ
0

　
此
式
の
妻
飾
を
も
つ
で
る
る
建
物
に
は
、
以
上
の
ほ
か

　
　
　
第
九
巻
　

研
究
の
栞
　
H
本
古
魏
築
研
究
の
粟

同
寺
西
院
経
藏
一
こ
れ
に
は
隠
文
頃
の
修
繕
が
大
分
に

入
っ
て
居
わ
、
破
風
や
懸
魚
等
は
官
立
の
も
の
ε
思
は
れ

る
が
、
肝
心
の
ご
こ
ろ
は
そ
っ
く
り
元
の
儘
で
あ
る
、
其

墓
股
は
第
二
十
一
圖
⑩
に
圖
示
し
て
お
い
た
i
海
龍
王

寺
西
金
堂
一
こ
れ
も
鎌
倉
の
手
が
入
っ
て
み
る
が
、
虹

梁
ご
墓
股
ε
は
よ
か
ら
う
i
等
に
實
例
が
あ
る
。

　
此
式
は
當
代
以
降
随
分
永
く
行
は
れ
、
江
戸
時
代
に
迄

及
ん
で
み
る
、
だ
か
ら
此
式
を
以
て
直
に
奈
良
時
代
の
式

ξ
は
続
用
論
曇
口
へ
訟
が
、
虹
下
梁
や
墓
股
や
斗
や
肘
木
等
に
時

代
暁
代
の
手
法
が
現
は
れ
て
る
る
か
ら
、
先
年
か
ら
貧
弱

な
が
ら
各
項
に
数
例
を
暴
げ
て
記
し
て
お
い
た
の
を
槻
な

上
、
少
し
く
各
地
を
観
察
さ
れ
る
ざ
面
白
い
機
に
鯛
っ
て

來
る
の
で
あ
る
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
李
安
時
代
　
に
入
る
と
、
前
期
の
例
と
し
て
少
し
無
理

か
も
知
れ
ぬ
が
、
唯
…
の
残
存
せ
る
堂
で
あ
る
下
生
寺
金

堂
を
引
合
ひ
に
出
す
、
他
に
な
い
の
だ
か
ら
何
度
で
も
仕

方
が
な
い
。

第
　
　
號
　
　
　
一
四
七
　
（
一
四
七
）



　
　
　
第
九
巻
　
研
究
の
栞
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

此
堂
は
響
も
書
い
た
通
り
（
第
五
巻
第
一
號
集
八
○
頁
上
段
）
今
は
四
面

で
あ
る
が
、
元
來
入
母
屋
で
其
妻
飾
は
家
扱
首
で
あ
っ
た

ビ
思
ふ
、
第
五
十
七
圖
⑤
は
其
縦
断
面
の
一
部
で
、
扱
首

の
ご
こ
ろ
が
目
的
で
か
い
た
の
で
あ
る
。
圓
で
明
ら
か
な

要
り
球
技
首
の
部
分
は
天
井
に
隠
さ
れ
て
み
て
下
か
ら
見

え
諏
か
ら
、
・
今
行
っ
て
み
て
も
鋼
ら
漁
が
、
探
幣
束
の
爾

側
に
は
立
涙
な
反
り
附
の
合
掌
師
ち
奴
首
竿
が
あ
り
、
其

上
に
は
美
事
に
作
っ
た
要
素
肘
木
を
の
せ
、
此
の
肘
木
で

断
面
圓
形
の
桁
を
支
へ
て
る
る
、
そ
し
て
隠
妻
で
あ
っ
た

ご
思
は
れ
る
部
分
翻
ち
爾
端
に
な
る
ビ
，
棟
木
も
桁
も
少

し
く
上
に
反
っ
て
み
る
、
だ
か
ら
其
昔
は
妻
飾
が
扱
首
束

・
授
首
竿
で
あ
っ
た
入
母
屋
造
で
あ
っ
だ
ご
思
ふ
の
が
最

も
稔
當
で
あ
る
。
夫
れ
か
ら
初
め
か
ら
現
在
の
機
な
天
井

が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
天
井
の
上
は
下
か
ら
見
え
ぬ
の
で
あ

る
か
ら
、
家
青
畳
で
も
肘
木
で
も
斗
で
も
妻
の
見
へ
掛
り

耀
け
作
を
施
し
、
天
井
上
は
荒
木
の
ま
、
で
い
、
筈
で
あ

る
の
に
、
何
所
も
同
じ
程
度
に
町
曝
に
作
っ
て
み
る
の
を

　
　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
…
四
八
　
（
｝
四
脚
）

み
る
ご
、
最
初
は
天
井
な
し
の
化
粧
屋
根
裏
の
つ
も
り
で

設
計
し
施
工
を
始
め
、
何
も
彼
も
殆
ん
ざ
出
訴
上
っ
て
取

り
つ
け
て
了
つ
た
頃
に
、
急
に
模
．
様
替
を
し
て
天
井
を
つ

け
る
事
に
し
た
の
か
、
左
も
な
く
ば
全
部
落
成
後
、
ざ
う

も
工
合
が
悪
い
か
何
か
で
天
井
を
こ
し
ら
へ
た
の
だ
ら
う

　
此
の
天
井
は
先
年
よ
く
調
べ
て
み
た
が
、
木
材
其
物
も

可
な
り
古
く
、
其
組
み
方
i
組
入
天
井
で
あ
る
ー
ー
も

亦
慨
世
に
古
い
ε
推
定
し
た
の
で
あ
っ
た
、
尤
も
組
入
天

端
な
ん
て
も
の
は
、
組
み
方
が
古
い
か
新
し
い
か
鋼
つ
た

も
の
で
は
な
い
、
木
材
だ
つ
て
挙
安
か
鎌
倉
か
知
れ
る
も

の
か
ご
い
ふ
説
も
出
や
う
が
、
か
う
な
る
ご
大
部
分
は
戚

じ
で
あ
っ
て
，
微
妙
な
ご
こ
ろ
は
一
寸
職
で
は
…
…
爵
ひ
か
ね

る
し
、
ま
し
て
書
く
事
な
ん
か
爵
來
諏
、
だ
か
ら
、
夫
れ

は
甚
だ
不
確
實
で
あ
る
、
そ
ん
な
古
い
も
の
で
は
な
い
ご

推
定
さ
る
、
方
が
あ
れ
ば
、
駈
れ
は
篭
れ
で
差
支
な
い
の

で
あ
る
が
、
た
や
此
際
困
る
の
は
、
除
り
永
い
年
月
堂
が

荒
れ
果
て
た
有
襟
だ
つ
だ
せ
い
か
、
天
井
の
木
は
殆
ん
ざ



腐
朽
し
て
み
て
再
び
用
に
た
、
な
い
の
で
、
先
年
修
理
の

、
際
止
む
な
く
全
部
新
材
を
も
つ
て
取
替
へ
て
了
つ
た
、
故

に
今
日
に
年
下
が
残
っ
て
居
ら
澱
、
よ
し
ま
た
獲
っ
て
ゐ

拠
こ
こ
ろ
で
現
在
の
儘
で
は
判
ら
澱
、
取
画
一
て
朋
る
い

所
で
よ
く
槻
、
要
す
れ
ば
一
部
分
を
切
る
な
り
割
る
な
り

し
て
み
な
け
れ
ば
到
底
鋼
ら
諏
の
で
あ
る
。

」
奈
良
の
悲
日
紳
童
が
出
來
た
の
は
繭
時
代
の
後
期
、
帥

ち
元
宮
景
雲
二
年
で
あ
っ
た
が
、
寳
維
二
年
に
藤
原
百
川

が
作
っ
た
紳
就
建
築
に
關
す
る
規
定
に
よ
る
ご
、
鼓
弓
の

大
斌
・
中
就
・
小
燈
共
帥
明
造
で
あ
っ
た
機
で
あ
る
、
し
て

み
る
ε
、
今
日
我
々
が
み
る
標
な
所
謂
春
日
造
は
、
最
大

限
度
の
認
容
を
し
て
も
賓
魑
三
年
以
後
こ
せ
ね
ば
な
ら
澱

さ
う
す
る
ご
此
の
年
か
ら
延
暦
十
三
年
迄
は
僅
に
二
十
三

ケ
年
し
か
な
い
、
だ
か
ら
春
日
造
な
る
憲
犠
飛
の
融
胤
建

築
が
、
奈
良
時
代
の
重
く
末
葉
に
創
め
ら
れ
た
ご
す
る
よ

う
も
、
寧
ろ
當
代
邸
ち
李
安
前
期
こ
す
る
方
が
叛
意
で
あ

る
Q

第
九
巻
　

研
究
の
栞
　
日
本
賓
建
築
研
究
の
栞

　
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
此
れ
は
住
吉
造
又
は
大
鳥
造
の
様

な
切
妻
妻
入
の
建
築
の
正
面
に
、
本
殿
ご
同
じ
紀
聞
の
向

拝
を
附
加
し
て
其
屋
根
を
一
つ
に
し
て
了
ひ
、
其
上
屋
根

に
は
垂
み
、
軒
に
は
反
を
つ
け
て
曲
線
形
こ
し
た
者
で
あ

る
。
奈
良
市
の
春
日
神
肚
々
殿
は
、
四
棟
共
数
十
度
の
造

b
替
が
あ
っ
た
に
も
係
ら
す
、
克
く
其
起
原
を
正
面
の
破

風
に
於
い
て
み
る
事
が
出
出
る
、
其
正
面
は
籐
り
小
さ
く

て
何
も
な
く
所
謂
素
式
で
あ
る
が
、
背
面
に
は
立
派
に
琢

扱
首
が
あ
る
、
あ
れ
は
矢
張
當
初
の
式
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

漁
。　

又
流
れ
造
こ
い
ふ
式
が
あ
る
、
こ
れ
は
淋
明
造
の
正
面

に
、
本
殿
正
面
の
柱
間
ビ
同
じ
ゆ
さ
の
向
鐸
を
つ
け
、
春

日
造
同
機
本
殿
の
屋
根
ご
向
島
の
夫
れ
ご
を
一
つ
に
し
、

其
軒
を
反
ら
せ
屋
根
を
暗
ま
し
π
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も

何
度
も
造
り
替
へ
、
今
の
は
文
久
三
年
に
霞
來
た
の
で
あ

　
　
　
カ
　
モ
　
ミ

　
　
　
　
　
　
オ
ゼ

る
が
、
加
茂
御
身
棘
説
本
殿
（
京
都
麿
愛
宕
郡
下
加
茂
村
、
魯
通
下
加
茂
聯
証
。
第
玉
十
五
圖
⑭
）

は
最
も
正
し
く
古
式
を
傳
へ
た
も
の
こ
さ
れ
て
み
る
、
三

　
　
　
　
　
　
　
第
一
競
　
　
叫
四
九
　
Ω
四
九
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

聞
魁
流
逡
の
甚
だ
恪
好
の
い
＼
建
築
で
あ
る
が
、
其
妻
飾

亦
家
黙
思
で
あ
る
。

　
其
濫
筋
ま
た
當
代
に
あ
b
こ
せ
ら
れ
て
る
る
所
の
、
前

後
に
並
べ
た
こ
棟
の
紳
明
造
を
、
あ
ひ
の
問
で
漣
ね
、
前

野
療
屋
根
及
軒
を
曲
線
に
し
た
、
石
清
水
入
幡
宮
・
宇
佐

、
紳
宮
本
殿
は
、
同
じ
く
家
扱
質
を
妻
飾
に
し
て
み
る
。
併

し
現
在
の
建
物
は
双
方
共
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
事
を

断
っ
て
お
く
。
こ
の
標
式
を
入
隊
造
ε
い
ふ
。

　
、
．
ミ
聞
就
聯
明
造
の
正
面
及
爾
側
面
に
庇
を
つ
け
、
同
じ

く
屋
根
ご
軒
ご
を
曲
線
形
に
一
）
た
様
式
の
淋
灘
建
築
が
ま

た
別
に
存
在
す
る
、
こ
れ
は
背
面
埋
け
は
庇
が
な
い
か
ら

背
か
ら
み
る
ど
｝
種
特
別
の
軒
を
持
っ
て
る
る
。
近
江
坂

本
の
織
重
壁
肚
本
殿
が
此
特
種
の
…
榛
式
で
あ
る
か
ら
、
此

式
を
臼
吉
造
又
は
聖
帝
造
ε
い
ふ
。
今
の
本
殿
は
天
正
十

四
年
に
鐵
來
た
の
で
あ
る
が
、
妻
飾
の
琢
縛
首
は
古
式
ご

み
で
よ
か
ら
う
（
議
財

　
前
期
に
超
原
を
有
す
ご
認
め
ら
れ
て
み
る
以
上
四
種
類

　
　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
｝
五
〇
　
（
｝
五
〇
）

の
紳
魁
建
築
一
春
日
造
・
流
造
・
入
幡
造
・
日
吉
造
！

は
、
何
れ
も
建
物
が
新
し
く
、
當
初
の
も
の
は
．
一
つ
剃
な

い
、
唯
一
つ
残
っ
て
ゐ
尉
室
生
寺
金
堂
も
外
槻
は
あ
ん
な

風
に
な
っ
て
了
つ
た
が
、
此
期
の
妻
飾
は
重
に
家
扱
首
で

あ
っ
た
事
は
最
早
疑
ふ
上
地
は
あ
る
ま
い
。
此
の
他
、
前

航
後
時
代
に
於
け
る
容
ハ
例
か
ら
、
誰
…
櫨
…
は
な
い
が
二
重
三
一
梁

墓
股
式
も
あ
っ
た
こ
し
て
よ
か
ら
う
、
前
後
に
あ
っ
て
此

時
代
丈
け
な
い
ご
い
ふ
灘
由
は
あ
る
ま
い
か
ら
。

　
へ
　
　
あ

　
後
期
に
な
る
ご
、
榊
魁
で
は
宇
治
王
紳
概
本
殿
の
妻
、

及
び
此
赴
殿
の
東
隣
に
あ
る
蒜
日
野
慰
に
家
道
首
が
つ
い

て
み
る
、
奈
良
の
轟
日
若
宮
本
殿
前
に
建
て
る
御
廊
細
殿

紳
樂
殿
（
第
五
十
七
岡
⑪
）
は
、
確
實
な
る
建
立
年
代
・
そ
鋼
ら
な
い

が
、
正
に
當
刻
の
建
築
で
あ
る
。
平
野
の
手
法
は
同
じ
く

家
奴
首
で
、
ま
こ
と
に
落
着
い
た
、
片
流
れ
の
、
勾
配
の

緩
な
、
檜
皮
芸
の
ゆ
っ
た
り
こ
し
た
、
如
何
に
も
李
安
ら

し
い
建
築
で
、
池
上
し
て
頭
が
紛
糾
し
た
時
、
こ
、
へ
行

っ
て
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
み
る
ご
、
ぢ
き
に
治
っ
て
了
ふ
程



氣
持
の
い
・
建
築
で
あ
る
。
同
本
肚
南
門
（
隔
㌻
轍
Y
法

隆
寺
西
院
大
講
堂
・
鳳
鳳
堂
中
堂
の
婁
宮
家
奴
首
を
以
て

装
飾
せ
ら
る
。

　
二
重
虹
梁
墓
湿
式
で
は
、
鳳
鳳
堂
翼
廊
及
び
尾
廊
に
心

界
あ
b
、
法
隆
寺
西
号
鐘
…
楼
亦
掌
り
、
其
他
實
例
あ
ら
ん

も
ム
↓
寸
書
ひ
出
せ
ぬ
。

　
信
貴
山
号
起
坐
憲
が
李
安
時
代
後
期
の
も
の
で
あ
る
事

は
誰
人
も
知
っ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
其
中
豊
の
初
め
に

近
一
、
五
聖
三
戸
（
二
）
の
門
の
側
面
が
非
常
に
明
瞭
に
か

い
て
あ
る
、
其
妻
飾
は
三
重
虹
梁
墓
股
で
、
蚊
梁
の
肩
は

大
に
圓
昧
が
あ
り
、
其
上
に
の
れ
る
板
築
股
は
比
較
的
に

、
背
高
ノ
＼
桁
は
早
く
す
つ
ご
前
の
方
迄
突
き
忠
　
て
る
る
、

だ
か
ら
妻
は
何
こ
な
く
東
大
寺
縛
害
門
（
一
に
佐
保
烙
門
、
第
五
十
七
岡
⑧
）
を
，

思
は
し
め
る
が
、
時
代
は
到
底
そ
ん
な
古
い
も
の
こ
は
考

へ
ら
れ
ぬ
の
み
な
ら
す
、
如
何
に
も
よ
く
李
安
後
期
を
現

は
し
て
み
る
Q
単
降
の
鬼
板
等
も
亦
常
代
ご
見
ら
れ
る
，

大
棟
宋
端
に
は
墨
字
（
後
出
）
を
上
げ
、
破
風
か
ら
は
梅
鉢
懸

　
　
　
第
九
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

魚
が
下
が
っ
て
み
る
、
鬼
板
や
垂
尾
や
梅
鉢
懸
魚
は
絡
塞

．
事
こ
も
思
葉
、
梅
鉢
懸
魚
に
つ
い
て
は
前
里
（
第
一
四
三
頁
上
設
）

に
何
か
一
寸
か
い
た
が
、
ま
あ
此
時
代
か
ら
あ
っ
た
こ
思

　
つ
て
も
曇
り
不
都
合
で
も
な
い
楼
e
あ
る
。

　
併
し
三
重
虹
梁
墓
股
は
ち
さ
怪
し
い
、
少
し
く
お
負
け

が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
配
画
法
（
勺
奪
超
0
9
囲
く
。
）
の
間
違
を

指
摘
博
る
程
愚
で
は
な
い
つ
も
り
で
あ
る
が
、
ざ
う
し
て

も
理
屈
に
合
は
ぬ
、
だ
か
ら
あ
れ
は
矢
張
二
重
虹
梁
墓
股

に
景
物
が
つ
い
て
あ
ん
な
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
何
れ

に
し
て
も
時
代
の
特
徴
を
よ
く
現
は
し
た
甚
だ
面
白
い
檜

で
あ
る
事
を
こ
、
に
紹
介
を
し
て
お
く
。

　
も
…
つ
、
同
縁
起
下
懇
の
こ
れ
も
極
く
初
め
の
方
に
、

簡
潔
な
板
葺
の
門
の
絡
が
あ
る
、
其
妻
飾
は
次
の
時
代
に

よ
く
み
る
大
板
図
股
を
一
つ
お
い
た
の
で
あ
る
。
斯
機
な

式
の
門
は
當
期
か
ら
既
に
あ
っ
た
事
を
知
る
に
足
ら
う
、

序
乍
ら
懸
魚
は
猶
且
梅
鉢
で
あ
る
。

第
一
號
　
　
一
五
一
　
（
一
五
一
）



第
九
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

訂

正

．
前
號
第
一
一
九
頁
下
段
、
第
一
行
の
中
頃
郎
ち
「
…
…

鎌
倉
以
前
に
は
向
拝
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
手
狡
等
を
登

明
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
…
…
」
か
ら
、
第
一
二
〇
頁
上

段
第
五
行
目
「
…
…
こ
れ
が
手
掌
聖
明
の
順
序
で
あ
る
」
迄

を
次
の
如
く
訂
正
す
る
。

　
…
：
；
當
初
の
も
の
は
存
在
し
な
い
が
、
春
日
造
・
流
造

　
等
が
李
安
時
代
前
期
に
出
戸
た
ご
す
る
ご
、
此
等
の
前

面
に
あ
る
階
隠
は
帥
ち
向
拝
で
あ
る
、
だ
か
ら
紳
斌
建

　
築
に
向
拝
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
こ
言
へ
る
が
、
寺
院
建

　
築
に
は
あ
っ
た
か
ざ
う
か
、
假
に
あ
っ
だ
こ
し
て
も
、

　
建
築
彫
刻
の
登
霞
せ
鎗
時
代
の
事
と
て
，
向
丸
柱
ピ
主

　
屋
柱
ご
の
繋
ぎ
に
は
、
総
て
虹
梁
を
用
ひ
た
ご
考
へ
る

　
の
が
難
業
で
あ
ら
う
、
寺
院
の
方
が
さ
う
な
ら
紳
杜
は

　
無
論
さ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
、
故
に
手
荻
は
鎌
倉

以
前
に
は
な
か
っ
た
ご
す
る
方
が
よ
か
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
弟
　
一
號
　
　
　
一
五
二
　
（
一
五
二
）

　
私
は
向
拝
は
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
か
ら
寺
院
建
築
に

附
加
す
る
機
に
な
っ
た
ご
思
ふ
。
奈
良
市
中
院
町
の
極

画
院
本
堂
の
正
面
に
は
、
盲
愛
に
大
き
な
殆
ん
ざ
正
面

一
ば
い
の
、
主
屋
の
各
館
を
…
静
置
し
か
き
取
っ
た
位

の
向
拝
が
あ
る
、
此
の
建
物
は
鎌
倉
初
期
ら
し
い
の
に

あ
ん
な
向
笄
が
あ
る
の
を
み
る
ご
、
あ
れ
は
極
く
初
期

の
向
舞
で
、
あ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
に
小
さ
く
な
り
、
向

葬
ご
雫
屋
ご
の
魑
別
が
明
瞭
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
、

そ
し
て
此
時
代
に
な
っ
て
か
ら
建
築
彫
刻
も
大
に
襲
達

し
、
木
鼻
や
大
瓶
束
や
魚
形
等
も
出
來
、
墓
股
も
面
目

を
一
新
す
る
様
に
な
つ
π
、
從
て
主
屋
ご
向
舞
柱
ざ
の

連
絡
に
は
、
在
來
の
様
に
虹
梁
斗
り
で
は
っ
ま
ら
諏
、

そ
こ
で
何
か
う
ま
い
工
風
は
な
い
か
ご
考
へ
た
結
果
、

虹
梁
を
や
め
て
其
代
り
に
當
代
の
原
始
的
木
鼻
か
ら
考

へ
つ
い
た
ご
思
は
る
、
襟
な
、
丁
番
な
繰
形
を
も
つ
π

短
い
木
片
を
つ
け
て
み
た
（
第
四
十
六
綱
の
二
㊨
滲
照
）
、
こ
こ
ろ
が
大

に
工
合
が
よ
か
つ
淀
の
で
、
だ
ん
だ
ん
に
工
風
を
凝
ら



　
し
て
途
に
手
独
な
る
一
種
の
彫
刻
を
案
出
し
た
の
で
あ

　
ら
う
。

　
　
併
し
此
の
手
狡
は
、
常
に
用
ひ
ら
る
＼
に
は
定
ま
つ

　
て
る
濾
。
向
舞
柱
ご
夫
れ
に
謝
す
る
主
屋
の
柱
こ
の
中

　
心
線
が
、
正
面
ご
直
角
な
る
一
直
線
上
に
在
る
時
、
双

　
方
の
連
絡
を
ご
る
爲
め
繋
虹
梁
を
用
ひ
ぬ
が
、
高
さ
の

　
關
係
で
用
ひ
ら
れ
澱
か
、
或
は
稀
に
此
等
が
一
直
線
上

　
に
な
く
て
、
繋
虹
梁
を
用
ひ
ら
れ
澱
場
合
等
に
の
み
用

　
ゆ
る
の
で
あ
る
。
手
狡
を
用
ゆ
る
利
盆
は
水
李
材
ビ
斜

　
材
こ
の
交
會
よ
り
出
來
る
三
角
形
の
部
．
分
の
見
場
を
よ

・
く
す
る
爲
め
ご
、
向
舞
柱
が
全
く
主
屋
の
柱
ご
遊
離
し

　
て
危
い
様
に
見
え
る
の
を
避
け
る
事
が
嶺
來
る
黙
に
あ

　
る
。
　
　
（
以
上
）

理
由
。
第
「
「
鎌
冨
以
前
に
向
拝
が
な
か
っ
た
」
ご
書
い
た

の
は
少
し
ま
つ
か
っ
た
の
ε
、
第
二
に
は
前
號
に
か
い
だ

…
榛
な
順
序
で
手
狡
が
登
明
さ
れ
た
ご
す
る
よ
り
も
、
今
度

訂
正
し
元
機
な
風
に
考
へ
た
方
が
工
合
が
い
・
か
ら
で
あ

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
亀
町
古
建
築
研
究
の
栞

る
Q

ニ　一　：頁

六　九

正

誤

段
・
行
　
　
　
誤

　
　
　
　
　
　

上
・
三
　
　
　
囲
め
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

上
・
五
　
　
瓶
丹
或
に

下
・
一
山
ハ
　
　
由
自
い
唐
破
の

　
正　

む

爲
め
に

　
　
　
　
　
　
　
む

耽
丹
或
ほ

　
　
　
ひ

古
い
唐
破
風
の

第
一
二
入
頁
下
段
第
二
行
・
第
コ
ニ
九
頁
上
段
第
九
行
・
第
一
四
八
頁
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

段
第
十
行
等
の
『
和
漢
三
郎
圓
絵
』
若
く
に
『
三
オ
日
給
…
』
の
『
絡
』
に

　
　
　
む

侮
れ
も
『
會
』
の
誤
q
o

第
　
一
號
　
　
　
｝
五
三
　
（
一
五
三
）


